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《令和４年度 鉱山保安標語・児童絵画の入選作品》 

令和４年６月開催の選考会におきまして、令和４年度鉱山保安標語及び児童絵画の入選作品が

決まりましたのでお知らせします。 

保安標語の入選作品 

保安標語は７１作品の応募をいただきました。応募していただきました皆様ありがとうございます。こ

の中から、沖縄鉱山保安対策委員会等で投票を行い、以下の６作品を選定しました。入選された保安

標語については、短冊にして各鉱山に配布しますので、鉱山保安週間を含む１年間の保安推進活動

にご活用ください。なお、入選者の方々には沖縄鉱山会から記念品が贈呈される予定です。   

【入選６作品】 

感染症ゼロ 熱中症ゼロ 災害ゼロ 目指そう安全な職場作り 本  部 古堅 和博 

初心の気持ちを忘れるな 慣れと油断が危険信号 北部砕石 比嘉 信宏 

危険作業 気付ける知識と やめる勇気 安  和 翁長 厚 

無くそう危険箇所 作ろう笑顔の職場 つづけようゼロ災害 宇 江 城 玉城 寧々 

まさかは突然やってくる しっかり確認 安全作業 大   度 熊野友紀子 

慣れた作業 油断大敵 皆で作る安全職場 辻   原 新坂 善一 

下記の作品は、次点の６作品です。上記の入選６作品と併せて毎月の保安運動の通知等の際に

紹介をさせていただきます。 

【次点の６作品】 

自分を守り 家族を守る 人にまかすな 安全確認 安   和 相原 修平 

現場では 心のゆるみが 落とし穴 本   部 久高 典之 

やめよう見ぬふり知らんぷり やろう確実な安全点検 西 上 原 宮城 隆 

毎日変わる危険箇所 一度の油断が命とり 北部砕石 比嘉 信宏 

慣れた作業 緩む心を気を引き締めて危険予知での保安対策 米  盛 赤嶺 幸一 

気の緩みが 事故を招 初心を忘れず 安全作業 八 重 島 砂川 宏紀 
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児童絵画の入選作品 

児童絵画は１７作品点の応募をいただきました。応募していただきました皆様ありがとうございます。

この中から当事務所の所長賞に「岸本 晃斗 さん」、課長賞に「大城 南翔 さん」、鉱務監督官賞に

「渡口 莉音さん」の作品を選定させていただきました。所長賞・課長賞・鉱務監督官賞の３名様には、

当事務所の所長・課長・鉱務監督官から賞品が贈られる予定です。また、所長賞・課長賞・鉱務監督

官賞以外の皆様にも入選として、沖縄鉱山会から賞品が贈られる予定です。 

応募いただいた絵画は、那覇第２地方合同庁舎１号館４階那覇産業保安監督事務所前廊下に 

おいて１年間、「令和４年度沖縄鉱山保安児童絵画展示」と題して展示いたしますので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸本 晃斗 さん  小学５年 （勝山鉱山） 

所

長

賞 



 

3 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡口 莉音 さん  小学２年 （北部砕石鉱山）         

鉱

務

監

督

官

賞 

課

長

賞 

 

   大城 南翔 さん  小学２年 （北部砕石鉱山）  
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入 選 

幸地 夏弦 さん  小学１年          金城 蓮音 さん  小学６年 

   にし こはる さん ４歳            あめく みゆり さん ４歳 

  ひが しりゅう さん ４歳             ひが らん さん  ４歳 
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  つは こゆき さん ５歳            おおしろ きわ さん  ５歳 

  渡口 維音 さん 小学１年            渡口 瑛音 さん 小学３年 

  大城 結翔 さん 小学４年          たまき こうたろう さん ３歳 
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《お知らせ》   

○令和４年度全国鉱山保安週間の日程のお知らせについて 

 「令和４年度全国鉱山保安週間」につきまして、日程を以下のとおりお知らせいたします。 

・準備期間     ６月１９日（日）から6月３０日（木）まで 

・全国鉱山保安週間  ７月１日（金）から７月7日（木）まで 

・事後の検討期間   ７月８日（金）から 7 月３１日（日）まで 

 

鉱山保安週間の実施要綱は６月下旬頃に経済産業省ホームページ上に掲載する予定です。鉱

業権者におかれましては、今年度の鉱山保安週間に係る取組（講演会、安全パトロール等）を実施

いただくに当たり、新型コロナウイルス感染症対策を講じていただきますようお願いいたします。 

対策を講じることが難しい場合は無理に取組を実施せず、延期や中止を御検討ください。 

また、鉱山保安週間に係る取組の実施にあたり、上記の期間外で実施いただくことも可能です。

例年、厚生労働省が実施する全国安全週間と併せて取組を行っている鉱業権者におかれまして

は、御都合の良い日程にて取組を実施いただけますと幸いです。 

 

○保安図の提出について  

鉱山鉱業権者におかれましては鉱山保安法第４２条及び鉱山保安法施行規則第４７条に基づき、

鉱業権者は６月末日現在の保安図を８月末日までに当事務所に提出して下さい。 

保安図には次の内容が記載されているか確認して下さい 

  保安図の記載内容 

  たまき しん さん ６歳          たまき あきと さん 小学３年 
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①露天採掘場については、平面図及びさい面図 

   ②露天採掘場、選・砕鉱場、捨石、鉱さい又は沈殿物の集積場、鉱業廃棄物の埋立場、燃料

油貯蔵所、油脂類貯蔵所、火薬類の受渡箇所、消火設備等の保安に必要な事項 

   ③鉱山周辺にある鉱業法第６４条に規定している公共の用に供する施設及び建物 

 

 ※なお、採掘を実施していない等、既に提出している保安図に変更がない場合には、その旨を那覇

産業保安監督事務所長に申し出て下さい。その場合、保安図の提出は必要ありません。 

 

○令和４年度 保安運動の実施計画について 

  令和４年度の沖縄鉱山保安対策委員会が定めた８月以降の保安計画は次のとおりですので、

取り組み準備方、よろしくお願いします。 

 

鉱山道路整備強化月間 令和４年 ８月１日～３１日 

砕・選鉱場の整備強化月間 令和４年 ９月１日～３０日 

保護具整備・着用励行月間 令和４年 10 月１日～３１日 

鉱山保安ＭＳ自己評価月間 令和４年 １１月１日～３０日 

ＫＹＴ・ヒューマンエラー防止月間 令和４年 １２月１日～３１日 

火災予防月間 令和５年 １月１日～３１日 

車両系鉱山機械・自動車の点検整備強化月間 令和５年 ２月１日～２８日 

保安方針、目標、計画評価月間 令和５年 ３月１日～３１日 

 

○災害・事故発生時の連絡先について 

  鉱山において、災害・事故又は鉱害が発生した場合は、下記により直ちに連絡をしてください。 

※震度５弱以上の地震が発生した際、被害があった場合は被害状況等の情報把握のため、連

絡をお願いします。また、台風時に被害等があった際には速やかに報告をお願いします。 

ご協力、よろしくお願いいたします。 

 

１．平日（月～金曜日）の勤務時間内（８：３０～１７：１５） 

    那覇産業保安監督事務所 保安監督課 

    TEL ０９８－８６６－６４７４  FAX ０９８－８６０－１３７６ 

 

２．勤務時間外及び休日等（上記１．で連絡が取れない場合及び土、日曜日、祝日） 

連絡順位 １ 保安監督課長     玉城 暁   ０８０－５４７１－７２８５（携帯） 

連絡順位 ２ 保安監督課鉱務監督官 譜久嶺 徹  ０９０－９５６８－４００１（携帯） 

    （注）順位１に連絡が取れない場合は、順位２へと連絡して下さい。 

 

○災害・事故発生後に報告する事項について 

  災害・事故発生後は直ちに（速やかに）災害の状況を監督事務所に報告することとなっています

が、その際に以下の項目について報告をお願いします。 

なお、以下の項目の情報収集に手間取る場合は、判明した事項のみで構いませんので、直ちに

（速やかに）報告願います。 
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＜報告事項＞ 

１． 鉱山名（または会社名） 

２． 連絡者の氏名、今後確実に連絡の取れる電話番号 

３． 災害・事故の発生日、発生時間 

４． 災害・事故の発生箇所 

５． 災害・事故の状況（り災者の有無・人数、り災の程度） 

６． 警察（消防）対応の有無 

７． マスコミ対応の有無 

（以下は、り災者がいる場合） 

８． り災者数、り災者の氏名、年齢、職種、直轄・請負の別 

９． り災の程度（死亡、重傷、軽傷） 

１０． り災の部位、その他の状況 

１１． 入院した病院名 

 

○災害月報 

  鉱山保安法第４１条第２項及び鉱山保安法施行規則第４６条第２項に基づく災害月報は、当月

分を翌月末までに監督事務所に提出することになっています。法律に定められている行為であり、

罰則もありますので遅れないよう提出してください。なお、令和２年２月１日より、保安ネットを利用し

た電子届出の受付を開始していますので、保安ネットのご活用をお願いします。 

 

○鉱山保安法令等ホームページ 

鉱山保安法関係法令、逐条解説、告示、内規、通達等が以下のホームページに掲載されていま

すので、鉱業権者、保安統括者及び関係者は、熟読されますようお願いします。 

「経済産業省 産業保安 鉱山の安全 法令等 HP」 

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/mine/2017_n

ewpage/hourei.html 

 

○ホームページについて 

  鉱山保安に関する情報については、当事務所のホームページでもお知らせしています。ホーム

ページには他の産業保安情報（火薬・電気・ガス等）も掲載しておりますのでご覧下さい。 

 「那覇産業保安監督事務所のホームページアドレス」 

http://www.safety-naha.meti.go.jp/index.html 

 「経済産業省 産業保安のホームページアドレス」 

   http://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/index.html 

 

 

 

 

 

 

http://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/index.html
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○幹部の人事異動 

 ◎令和４年４月１日付発令 

（氏 名） （新） （旧） 

片岡 秀之 中部近畿産業保安監督部長 那覇産業保安監督事務所長 

 

徳門 勇 

沖縄総合事務局経済産業部 

経済産業危機管理対策官 

（電力・ガス取引監視室長） 

那覇産業保安監督事務所 

保安監督課長（管理課長） 

土井 義男 
那覇産業保安監督事務所長 （独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構 

北海道鉱害防止支援・地熱開発事務所長 

玉城 暁 
那覇産業保安監督事務所 

保安監督課長（管理課長） 

沖縄総合事務局経済産業部商務通商課長 

 

○異動挨拶：那覇産業保安監督事務所長 土井 義男 

令和２年４月付けで那覇産業保安監督事務所の保安監督課長から JOGMEC （独立 

 行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構） 北海道鉱害防止支援・地熱開発事務所 

長として北海道へ転勤となっていましたが、今年４月１日付けで那覇産業保安監督事務所 

長を拝命しました。 

２０数年ぶりの北海道生活は単身赴任となるため、大きな期待を膨らませてイザ！ 北海   

 道へと向かいましたが、北海道も沖縄県もコロナ禍での感染者が最も多い大変な時期と 

重なっていたことから繁華街通いはもちろん札幌の仲間とのゴルフコンペも開催されない

という状況から、当初思い描いた自由気ままな単身生活のもくろみは夢と消え、後は勤労

と公園でのウオーキング、冬は２０数年ぶりの雪かきに汗を流す日々となり、息苦しくも真面

目で規則正しい健全生活を過ごしての帰沖となりました。 

北海道での主な仕事は北海道からの調査委託業務を受けて休廃止鉱山の鉱害防止 

 に係る技術支援や関連調査事業を実施し、休廃止鉱山の跡地における堆積物や周辺河

川への影響調査などを実施していました。 

幸い休廃止鉱山は人里離れた山奥にあるためコロナ感染の心配はありませんでした 

が、仕事中のリスクとしては、この期間は北海道内では異常とも思えるヒグマによる人身

事故が多発しており、私も初めて野生のヒグマを目撃し、体重が約３００ｋｇ（立つと約３ｍ位

の身長になります）はあろうかと思われる大きな足跡も確認しました。更に悪天候後により

水嵩が増えた流れの速い河川での調査では流されそうになるなど、命に関わる危険性の

高い仕事であったためその保安対策は重要であり、現実的な取組が求められるものでし

た。 

  ヒグマや自然界へのリスクマネージメントとしての具体的な保安対策は、鈴や爆竹及び 

 ヒグマ撃退スプレーを携帯し、片手には反撃には役に立ちませんが草刈り用の鎌を持ち、

周囲の物音や獣臭に神経を尖らせ緊張感を維持しながらの調査を続けていました。更に

山奥での作業では携帯電話の通信状況の確認も重要となりますし、山腹の急傾斜や河
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川では季節や天候により危険度が急変することもあるため、危険予知を見極めながら常に

慌てず慎重で正確な判断の下、作業の中止や手法の変更が容易に出来る現場環境作り

が重要であると再認識しました。 

  これらの現場対応は状況が異なりますが鉱山保安の確保と共通しており、日頃の法令 

 遵守と共に経験やリスクマネージメントの把握により危険予知を正確に判断し、無理をしな

い現場環境作りが重要であるということを改めてお伝えしたいと思います。 

また縁があって皆様方と一緒に鉱山の保安確保と業界の発展に取組むことが出来ます  

 こと、大変うれしく思っております。まだ全国的にも新型コロナウイルスのまん延が収まりま 

せんが、身体の安全、心の安全、現場での安全をモットーに鉱山の皆さんと一緒に「災害 

０」を目指して頑張っていきましょう！ 

今後とも ユタサルグトゥー ウニゲーサビラ。 

 

○異動挨拶：那覇産業保安監督事務所保安監課長 玉城 暁 

４月１日付けで保安監督課長に就任しました玉城でございます。 

当職は、平成２２年に当事務所で勤務して依頼、１０数年ぶりの勤務となります。 

その間、経済産業行政の業務で、規制業務のみならず、産業振興業務にも従事しており、

別の角度から鉱山に接する機会もございました。 

今後は鉱山保安という視点から業務を実施していく所存でございます。 

さて、昨今の新型コロナウィルス感染症拡大防止対策のため自粛しておりました鉱山

の訪問も緩和され、先月より北部地区、南部地区の鉱山を訪問してまいりました。 

鉱山を訪問するのは平成９年以来、実に２５年ぶりで、山の形も変化しておりましたが、

鉱山で働く方々も初対面の方々がほとんどであり、このような状況の中、快く御対応頂い

き心より感謝を申し上げます。また私自身改めて新鮮な気持ちになりました。 

この新鮮な気持ちを持ち続け、行政の立場から皆様と一緒に鉱山における無事故・無

災害を目指して頑張っていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いします。 


